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DSM II -R による) 52名である。初診時平均年齢は18.7歳 (SD= 士 4.4) ，平均体重減少は標準体重より -37.6%
(SD= 土 ~.4) であった。
52名の患者を臨床経験から仮説的に優等生型26名，密着型13名，孤立型13名の 3 類型に分類した。各類型の特徴を臨
床所見に基づいて検討し以下の結果を得た。
1 .平均発症年齢は優等生型17.8歳 (SD ニ:t 4.0) ，街着型19.3歳 (SD 二土 4.6) ，孤立型15.1歳 (SD二土 2.0) であり
孤立型の発症年齢が有意 (P く O. (5) に低かった。各類型の平均発症年齢は，孤立型は青年期前期，優等生型は青年期
中期，密着型は青年期後期の発達年代に該当した。
2. 性格傾向は 3 類型ともに強迫性や自己主張の乏しさが高い値を示しており，これらは AN 患者の共通した特性と
考えることができた。密着型では他に比して強力性が乏しく，優等生型では従順さの比率が高かった。
3 .同胞順位は優等生型では第 1 子15名 (60%) ，第 2 子 9 名 (36%) ，密着型では第 1 子 1 名(10%) ，第 2 子 8 名 (80
%)，孤立型では第 1 子 4 名 (31%)，第 2 子 7 名 (54%) であり優等生型は第 1 子が多く，密着型と孤立型は第 2 子が
多かったが， 2 人姉妹の同胞中での順位を調査すると，優等生型は 8 名全員が第 1 子，密着型では 6 名全員が第 2 子，




























本論文は， Anorexia N ervosa の臨床所見を精神病理学的に検討し類型分類を行ったものである。 Anorexia Nerｭ
vosa の病因ならびに発症に至る過程については未だ多くの議論があり統ーされた見解は得られていない。本論文では
発達論的視点に基づいて，発症以前の生育歴から発症後の臨床的特徴に至る縦断的な特徴を検討し，病態や心理機制
の異なる 3 類型に分類できることを論証している。この 3 類型は， Anorexia N ervosa の新たな精神病理学的類型を提
出しており， Anorexia N ervosa の心理的背景の理解を深め，治療方針の確立にも資する臨床的に有用な分類であると
考えられ，学位に値するものと認める。
